
介護外国人材セミナー

社会福祉法人 豊明会

事務局長補佐 長澤 徹

「外国人材コストの削減（効率化）対策の現状とあり方」



本日の内容

・宮城県栗原市の紹介

・社会福祉法人豊明会の紹介

・外国人材採用、就労、経過、コスト削減



栗原市の紹介
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● 2005年（平成17年）に10町村が

合併して誕生。

● 面積：804.97平方キロメートル

（宮城県最大）

● 人口約60,887人（65歳以上人口

26,036人、内75歳以上人口

13,966人）高齢化率42.76％

（令和6年8月31日現在）
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栗駒山

伊豆沼
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栗原市出身の著名人

●宮藤官九郎（脚本家、監督、俳優）

●狩野英孝（芸人）
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栗原市
第9期高齢者福祉計画・介護保険事業計画

（令和6年度～令和8年度）

基本理念：生涯健やか こころ豊かに
互いにいたわる まちづくり

基本目標：①生涯にわたる健康と生きがいづくりの推進
②地域における包括的な支援体制づくり

③認知症への支援・尊厳を守る取組の推進
④高齢者が安心して暮らせる地域づくり
⑤介護保険制度の健全かつ円滑な運営
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社会福祉法人豊明会の紹介
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私達の挑戦
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コスト削減（効率化）策アンケート回答＋個別質問・回答結果
（第1回、第2回アンケート回答を基に個別に質問）

第1回アンケート 第2回アンケート 第3回アンケート

目的 実施中のコスト削減（効率
化）策を知る

コスト削減（効率化）策内容を知る 内容について、掘り下げる（当
方から質問する）

内容 コスト削減（効率化）策 コスト削減（効率化）を思い立った理由
コスト削減（効率化）方策実施コスト
方策実施のための要点（体制、外部連携先、など）
実施結果の評価
その他、自由意見

第2回回答内容を基に当方

（外国人材拡大プレイス事務
局）が質問表を作成し回答を
得る
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法人１（社会福祉法人豊明会）①
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法人１（社会福祉法人豊明会）②

17

（当方からの確認・質問）

Q２-１：

現地教育体制機関、送り出し機関、登録支援機関が数

多くあり、費用についても千差万別であるということ

に気付かれ、複数社からの見積比較を行う必要がある

と判断したということでしょうか

（回答）

A２-１（Q２-１に対するご回答）

令和２年から３年にかけて、最初に契約したA社さんは登録支援機関と送り出し機関を併せて運営しており、日本語教育、

介護の現地教育、日本に来てからのオンライン学習など学習面には力を入れており、ミャンマーの人材を採用し、日本人に

ほど近いスピードで業務を覚えていきました。コロナ禍でもあり、入国が１年以上遅れ母国での学習期間が通常の倍以上に

なったこともあったと思いますが、こちらが思う以上に業務に取り組んでいました。ですが、１人の紹介費用は120万円、

渡航費、手続き等含め４０万円、合計160万円かかることがわかりました、A社さんは業務委託として当法人との契約実績が

あり、そのグループ企業であった為、内容は信頼できるとの根拠から特定技能外国人採用、契約を決め進めて来ました。

その後、特定技能外国人の受け入れが他の事業所さんでも始まったと聞き、情報交換や、顧問の社労士や周囲の企業の方々

から情報を頂けるようになると、選択肢は非常に多くあること、紹介費用などの設定も千差万別あること、現地教育方法、

介護の現地教育無し等、登録支援機関や送り出し機関の経営、運営媒体が異なることなど様々な情報が入ることで視野も広

くなり、選択肢、当法人の求める事項（日本語教育、日本語の話し方）、費用面などを決定し、契約することとしました。

コスト削減（効率化）を思い立った理由
アンケート回答



（当方からの確認・質問）

Q３-１：

各項目とは、どの資料に書

かれている項目なのでしょ

うか。たとえば、○○○が

作成・提出した「業務計画

書」に書かれている項目の

ことでしょうか、支障のな

い範囲で教えてください。

Q３-２：

「会計区分を明確にしたこ

とで補助金活用に該当する

項目を洗い出し、…」をも

う少し説明していただけな

いでしょうか？

（回答）

A３-１（Q２-１に対するご回答）

A1-2と重複する部分がありますが、社福法人ですので会計の担当者と、顧問の会計事務所の指導の下で何にどの費用がかかっているか確認しました。

例としてA1-2で記載した、「登録支援機関の人材紹介料」ですが、会計区分は「登録支援機関の人材紹介料」となりますが、私は会計区分ではなく、担当者と

して「紹介料」には登録支援機関の何の経費が含まれるか等も確認し、項目を細分化するように努めました。その中で現地の教育費用も紹介料の一部を活用し

ている（企業からの紹介料で現地の教育機関の運営費の一部を賄っている）という話も聞き、送り出し機関、現地教育と登録支援機関との関わりなども事前に

確認し、トータル的に当法人が支払う費用を安価にし、かつ項目を細分化することで宮城県外国人介護人材受入施設等環境整備事業や宮城県外国人介護人材定

着支援事業等の補助事業の会計区分の該当項目を増やし補助金を活用し、当法人の運営が安定、継続、外国人人材も定着できるように取り組みました。

A３-２（Q２-２に対するご回答）

A3-1とも重複しますが、「宮城県外国人介護人材受入施設等環境整備事業」については、項目が多岐にわたり、宮城県の補助事業の細やかな配慮と思われる部

分が見受けられたので、しっかり活用したいと思いました。下記のとおりですが、詳細宮城県のHP参照ください。

 ○外国人材との入国前の通話費 ・介護業務マニュアルの作成・翻訳費 ・多言語翻訳機の購入費又はリース費 ・日本語学習の受講費、教材費 ・オンライン日本

語学習に使用する通信機器（タブレットなど）購入費 ・日本語能力試験受講費 ・日本語能力試験に要する交通費 ・受入施設職員を対象とした異文化理解を図

るための教育・研修の受講又は実施費 ・コミュニケーションの促進に資するような研修の受講費 ・教材費 ・外部講習等への参加費、日本語講師による教育費

・その他外国人介護職員が介護福祉士の資格取得に必要と考える経費 ・自転車や家電（電子レンジ・洗濯機等）の購入費・メンタルヘルスケアに必要な経費

・寮などの改修工事に要する経費 ・地域の日本人や外国人との交流を促進するための交流会開催費 ・その他、知事が必要と認める経費

この要件に合致する項目がないか、登録支援機関担当者、法人会計職員なども含めて検討し対応を行いました。

【その他、自由意見】 宮城県の補助事業はきめ細かい部分があり、外国人人材について日常生活から定着、教材など多岐にわたる支援を受けることができます。「情報得る、知る」

ことで事業をしっかり進めることができると感じました。

コスト削減（効率化）方策実施コスト
アンケート回答

当法人の職員人件費、事務手続き等。

各項目の有償無償対応の確認を行い法人の通常業務以外での時間外対応や、事務手続きが増加しないように区分けした。

研修費等　…　登録支援機関や外部研修機関の無料の研修にコアメンバー（介護主任や法人担当者）を参加させ、事業所へ伝達研修を行い周知、浸透した。

外注費等　…　物品購入等。特に業務内では大きな費用は発生せず。シェアハウスなどで使用する物は本人負担、その他はシェアハウスオーナー、職員に寄付を募り必要物品（調理道具、

衣類、家電の寄付もありました）を揃えました。

その他　　…　県等の補助事業は積極的に活用しました。会計区分を明確にしたことで補助金活用に該当する項目を洗い出し、少しでも該当項目が増えるように対応しました。

法人１（社会福祉法人豊明会）③
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法人１（社会福祉法人豊明会）④
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（当方からの確認・質問）

Q４-１：

「費用区分はより明確化しました」は次のような意味

でしょうか、教えてください。

外国人材費用の負担者区分として、法人負担、本人負

担、登録支援機関負担（費用はかなり値引き交渉しま

した）をつくられ、費用分担を検討されたということ

でしょうか。また登録支援機関にも分担させたという

ことでしょうか？

Q４-２：

値引き交渉で留意されたことなど、他法人の方にとっ

て参考になることを教えてください

（回答）

A４-１（Q４-１に対するご回答）

記載の通りです。職員と法人がｗｉｎｗｉｎであり、明確であり、根拠に基づいて紙面などで可視化できる状況を作り進めまし

たので、渡航費用は法人負担しましたが、空港までの現地移動費用は本人負担にするなど、一律であることも重視し対応を行い

ました。

A４-２（Q４-２に対するご回答）

一番重要なことは、「関係性」だと思います。登録支援機関A社は、先ほど記載しましたが、他の分野で契約している実績があ

り、担当者からの顔つなぎも行って頂き、不安や費用、内容も「伝えられる」関係性を作り、交渉を始めました。それは主に、

「当法人のことを理解して頂けるか」という視点です、宮城県北部、人口8万人、高齢化率42.6％（34000人が高齢者）の地域に

おいて37年福祉事業を行ってきた実績を理解いただいた中でパートナーとして考えてくださるように話し合いを重ねました。つ

まり、自分の利益だけではなく「お互い様」といえる相手かどうかを見極めることが重要であったと思います。そうでない場合

は、金額のみが決定事項になり、他の企業から安価な話があれば縁は切れてしまうことが容易に考えられ、この地域まで足を運

んでくださる企業が減り、自分たちが最終的に苦しくなることが考えられるからです。いかに「私も考えるので、何か費用を抑

え継続できる策はありませんか？一緒に考えましょう」という姿勢が重要だと思います。

方策実施のための要点（体制、外部連携先、など）
アンケート回答

令和4年当時は初めての試みでしたので、費用区分はより明確化しました。法人負担、本人負担、登録支援機関負担（費用はかなり値引き交渉しました）にて明確にすることで特定技

能の方も安心し、当法人としても進めやすい状況が作れました。

また、担当窓口は法人と登録支援機関で固定し、漏れがないように努めました。

また、なるべく書面化し口頭伝達を確認できるように、漏れやロスがないように努めました。



実施結果の評価
アンケート回答

20人の特定技能外国人は2年半の期間で、4回に分けて入国しましたが、回を重ねるごとにスケジュールなどもスムーズで、費用が新たにかかることは抑制できています。

補助金も1回目、2回目と活用でき、県の補助該当項目、補助額も拡大されており初期費用負担は低減しています。

[br]例、初回（ミャンマー特定技能3人）は補助金等なし、2回目（インドネシア特定技能7人、登録支援機関の紹介料を1人につき10万円補助）、次回採用時には紹介料、当人の渡航費

と合わせて1人最大20万円補助と確認しております。まだ採用予定はありませんが。

法人１（社会福祉法人豊明会）⑤
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法人１（社会福祉法人豊明会） ⑥
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（つづき）

　B社は、紹介料1人25万、在留資格申請や各種手続きを合わせて26万、合計51万円が入国前までの費用となります。こちらも以前他の部分で契約している業者さんだったので、1人15万

値引きしていただいております。通常ですと紹介料は1人40万との事でした。

現地の日本語教育や介護に関する教育は送り出し機関と提携し現地企業が運営しているとのことでした。

日本に来てからの月々の支援費用1人、25000円、在留から1年後の在留資格の更新費用は1人3万円、対面の面談や医療機関への付きそいなど別途費用がかかる事はありませんでした。

来日時はN4、ですが、日本に来てからの日本語の習得や業務を覚えるスピードは、日本人と比べて格段に遅いと感じる事はなく、研修期間は4ヶ月を経て、特別養護老人フォーム、グ

ループホームの夜勤を行える状況となりました。研修期間が短くなったのは、前年度に来ていた特定技能外国人が先輩役となり教えることで、より習得のスピードが早まったような状況

となりました。

　C社は、紹介料1人20万、在留資格申請や各種手続きを合わせて29万、合計49万円が入国前までの費用となります。現地の教育は送り出し機関と提携し現地企業が運営しているとのこ

とでした。こちらの登録支援機関は日本語の教育を行うものの、介護の教育は別途費用がかかるのと、日本語の試験をパスした後に、介護の勉強等を4ヶ月行うとのことで、時間と費用

がかかることから、当法人では日本語の教育のみを受けた。特定技能外国人を採用し、日本に来てから先輩の特定技能外国人に様々なことを教えてもらうような体制をとりました。その

ため三斜の中で費用は一番抑えられる結果となりました。

日本に来てからの月々の支援費用1人2万円、在留から1年後の在留資格の更新費用は1人2.5万円、対面の面談や医療機関への付きそいなど別途費用がかかる事はありませんでした。

来日時はN4、ですが、日本に来てからの日本語の習得と合わせて介護の勉強を日本で初めて行っているため、研修期間は9カ月程度となりました。時間をかけて介護の勉強なども行い、

日本語も同様に勉強していることから、時間はかかるものの、業務はしっかり行えるようになっております。

（追記）

上記に記載の通りですが、それぞれの企業で設定金額が違うことから入国までの費用と入国してからの費用で開きがあります。また、その都度発生する費用等もあることから、様々な情

報を入手して一つ一つ決めていくことが重要かと考えられます。さらに、現地での教育等については全く異なることから、教育内容とそれにかかる費用等しっかり確認しながら進めてい

くことが重要かと思います。当時はコロナ感染症が非常に流行している時期でしたので、現地を確認することができませんでした。それぞれの企業に自分たちが疑問に思うことを全て質

問させていただいて、自分たちが不安なく、特定技能外国人を受け入れるように努めました。また、担当の私以外の職員や実際に介護現場で働くスタッフに同じように内容を伝え、不安

が少しでも和らぐように努めていました。私とのミーティングの内容を映像で何度も職員に見せたり、職員からの質問がないかも確認したり、対面式の話し合いであったり資料を配布す

るなど、特定技能外国人の採用が法人全体で進められるように努めております。

法人１（社会福祉法人豊明会）⑦
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ご清聴ありがとうございました
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